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ペ
ー
ス
ノ
ー
ト
（
大
阪
市
、
由

井
聖
太
社
長
）
は
３
月
よ
り
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
向
け
の
ク
ラ
ウ

ド
型
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ペ
ー

ス
ノ
ー
ト
」の
提
供
を
開
始
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム

最
大
の
特
長

は
、
予
約
を
入

力
す
る
と
、
自

動
で
運
営
分
析

や
集
客
支
援
を

行
っ
て
く
れ
る

点
だ
。

新
規
予
約
の

情
報
を
入
力
す

る
と
利
用
予
定

表
に
反
映
さ
れ

る
。
ク
ラ
ウ
ド

な
の
で
、
利
用

予
定
表
は
常
に

最
新
の
内
容
を

確
認
・
共
有
で

き
る
。
空
き
状

況
も
表
示
さ

れ
、「
い
つ
、

ど
の
部
屋
で
受
け
入
れ
可
能
か
」

が
一
目
で
わ
か
り
や
す
い
。

施
設
系
サ
ー
ビ
ス
で
の
急
な
入

院
な
ど
空
床
管
理
な
ど
に
も
利
用

可
能
だ
。

予
約
だ
け
で
な
く
、
利
用
予
定

者
の
基
本
情
報
な
ど
を
入
力
で
き

る
「
問
合
せ
管
理
機
能
」
を
搭
載
。

担
当
者
以
外
が
予
約
を
受
け
付
け

る
際
に
も
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

ら
聞
き
取
る
べ
き
情
報
を
漏
ら
さ

な
い
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
で

は
、
４
月
か
ら
始
ま
る
全
13
回
シ

リ
ー
ズ
の
公
開
講
座
「
２
０
４
０

年
に
向
け
た
支
援
機
器
の
活
用
―

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
機
器

が
拓
く
未
来
」
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
る
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
支
援
機
器
の
開
発
か
ら
活
用
ま

で
を
幅
広
く
学
ぶ
内
容
で
、
各
回

の
講
師
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
第

空
床
状
況
を

自
動
で
Ｆ
Ａ
Ｘ

予
約
情
報
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
が

稼
働
率
を
自
動
計
算
。
計
算
の
手

間
な
く
、
事
業
所
の
稼
働
状
況
や

推
移
を
見
え
る
化
す
る
。

単
純
な
稼
働
率
だ
け
で
な
く
、

▽
新
規
・
定
期
・
不
定
期
別
の
利

用
状
況
▽
新
規
→
定
期
、
不
定
期

→
定
期
な
ど
、
利
用
者
ご
と
の
利

用
傾
向
の
変
化
▽
長
期
間
利
用
の

一
人
者
が
務
め
る
。

講
座
内
容
は
、「
２
０
４
０
年
に

向
け
た
支
援
機
器
・
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
」（
横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長
、
渡
邉
愼

一
氏
）、「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・

評
価
、
普
及
へ
」（
テ
ク
ノ
エ
イ

ド
協
会
企
画
部
長
、
五
島
清
国
氏
）

な
ど
の
総
論
か
ら
は
じ
ま
り
、「
進

む
介
護
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
セ
ン
サ
ー
の
活
用

と
効
果
」（
社
会
福
祉
法
人
善
光

割
合
▽
月
ご
と
の
一
床
当
た
り
の

午
前
午
後
の
「
被
せ
日
」
や
空
室

日
▽
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ご
と
の
紹
介
実
績

―
―
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口

か
ら
の
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
る
。

集
客
支
援
で
は
利
用
デ
ー
タ
か

ら
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
必
要
性

が
高
い
利
用
者
リ
ス
ト
を
自
動
作

成
し
て
く
れ
る
ほ
か
、
近
隣
の
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
検
索
や
、
空

床
状
況
を
自
動
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く

会
最
高
執
行
責
任
者
、
宮
本
隆
史

氏
）、「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
で
、
介
護

を
『
科
学
』
す
る
」（
パ
ラ
マ
ウ
ン

ト
ベ
ッ
ド
デ
ジ
タ
ル
事
業
開
発
部

長
、
伊
藤
秀
明
氏
）
な
ど
の
先
端

事
例
、「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
見

た
支
援
機
器
・
福
祉
用
具
の
持
つ

〝
力
〟」（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学

院
教
授
、
石
山
麗
子
氏
）、「
訪
問

看
護
師
に
と
っ
て
の
機
器
、
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
」（
帝
京
大
学
看
護
学

科
講
師
、
甲
州
優
氏
）
な
ど
、
他

の
専
門
職
の
視
点
な
ど
も
学
べ
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
同
大
学

院
の
東
畠
弘
子
教
授
（
福
祉
支
援

工
学
分
野
）
と
中
村
秀
一
教
授
（
医

れ
る
機
能
も
搭
載
す
る
。

利
用
料
金
は
ベ
ッ
ド
数
に
応
じ

た
従
量
課
金
制
で
、
１
床
あ
た
り

月
７
９
０
円
（
年
間
契
約
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン
の
場
合
）な
ど
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン
以
上
は
導

入
費
用
無
料
。

問
合
せ
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）

か
ら
。

療
福
祉
学
分
野
）
が
務
め
る
。

日
程
・
開
催
方
法
は
、
４
月
12

日
か
ら
毎
週
火
曜
日
18
時
～
19
時

30
分
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
対
面
講
義
（
赤

坂
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
よ
り
開
催
さ

れ
る
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
状
況
に
よ
り
、
対
面
講
義
を

実
施
し
な
い
場
合
あ
り
）。

受
講
料
は
全
13
回
で
３
万
３
０

０
０
円
。
複
数
名
割
引
な
ど
各
種

割
引
制
度
が
あ
る
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
つ
い
て
は
受
講
期
間
中
、
繰
り

返
し
視
聴
が
可
能
。
募
集
定
員
は

30
人
。

問
合
せ
は
同
大
学
院
事
務
室

（
☎
03
・
５
５
７
４
・
３
９
０
２
）

ま
で
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
の
は

な
苑
ふ
く
お
か（
愛
知
県
岡
崎
市
、

入
所
80
床
・
シ
ョ
ー
ト
20
床
）
は

開
設
当
初
よ
り
、
入
浴
の
個
別
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
浴
室
に

は
３
台
の
個
浴
を
設
置
。
寝
浴
１

台
、
座
浴
２
台
を
心
身
状
況
や
利

用
者
の
希
望
に
応
じ
て
使
い
分
け

る
。入

浴
介
助
ス
タ
ッ
フ
は
午
前
２

人
、
午
後
４
人
体
制
。
動
線
ご
と

の
役
割
分
担
で
は
な
く
、
声
か
け

か
ら
移
動
、
脱
衣
、
入
浴
、
着
衣
、

そ
し
て
部
屋
に
戻
っ
て
お
茶
を
出

す
ま
で
を
、
１
人
の
利
用
者
に
対

し
１
人
の
職
員
が
付
き
添
う
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
方
式
だ
。

介
助
に
要
す
る
時
間
は
利
用
者

１
人
に
つ
き
30
分
程
度
。「
利
用
者

の
様
子
を
観
察
し
続
け
ら
れ
る
の

が
利
点
の
一
つ
。
移
動
と
入
浴
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
る
こ
と
も
な

い
の
で
、
脱
衣
所
で
入
浴
待
ち
の

渋
滞
も
起
き
な
い
」
と
介
護
統
括

主
任
の
松
橋
卓
磨
氏
は
話
す
。

寝
た
き
り
防
止
へ
離
床
・
座
位

保
持
支
援
に
も
積
極
的
な
同
施
設
。

経
口
摂
取
が
可
能
な
利
用
者
は
全

員
、
共
用
フ
ロ
ア
で
食
事
を
と
る
。

現
在
、
寝
浴
の
対
象
者
は
全
体
の

２
割
ほ
ど
。
座
位
保
持
が
難
し
く
、

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車
い
す
の
利
用

者
が
主
な
対
象
と
な
る
。

リ
フ
ト
で
腰
痛
解
消
へ

入
浴
介
助
は
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
人

力
の
み
に
頼
っ
て
き

た
同
施
設
。
た
だ
、

こ
れ
ら
が
要
因
で
腰

痛
を
訴
え
る
ス
タ
ッ

フ
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
。

１
９
９
９
年
の
開

設
か
ら
20
年
。
修
繕

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
入

浴
委
員
会
で
検
討
を

重
ね
、
昨
年
７
月
に

入
浴
用
リ
フ
ト
を
導
入
、
浴
室
全

体
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。「
個
浴

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
維
持
し
な
が
ら
、

職
員
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
手
法

を
模
索
し
た
」と
松
橋
氏
。何
よ
り
、

利
用
者
が
今
ま
で
以
上
に
く
つ
ろ

げ
る
、
温
か
み
の
あ
る
入
浴
環
境

に
し
た
か
っ
た
と
話
す
。

導
入
し
た
の
は
ト
マ
ト
（
静
岡

市
、
櫻
田
い
わ
を
社
長
）
の
介
護

リ
フ
ト
入
浴
シ
ス
テ
ム
。
リ
フ
ト

は
天
井
走
行
タ
イ
プ
で
浴
槽
ま
わ

り
の
動
線
の
邪
魔
を
せ
ず
、
か
つ

１
台
で
ど
の
浴
槽
に
も
ア
プ
ロ
ー

チ
が
で
き
る
。
ま
た
、
寝
浴
用
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
キ
ャ
ス
タ
ー
部

と
の
分
離
式
。
リ
フ
ト
で
吊
り
上

げ
て
そ
の
ま
ま
浴
槽
へ
入
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
殊
浴
槽
の
機
能
を

カ
バ
ー
し
つ
つ
、
低
コ
ス
ト
で
の

導
入
を
実
現
す
る
。

改
修
で
は
浴
槽
も
新
し
く
入
替

え
。
手
す
り
の
高
さ
・
位
置
も
見

直
し
た
。配
管
は
全
て
埋
め
込
み
、

障
害
物
を
最
小
限
に
。
浴
室
全
体

は
白
を
基
調
と
し
、
清
潔
感
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
に
仕
立
て
た
。

リ
フ
ト
の
操
作
性
に
つ
い
て
松

橋
氏
は
「
使
い
慣
れ
て
い
く
う
ち

に
時
間
短
縮
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
人
力
に
比

べ
て
声
か
け
や
観
察
す
る
余
裕
が

生
ま
れ
て
い
る
」
と
説
明
。
ま
た

負
担
軽
減
を
実
感
し
た
こ
と
で
、

他
の
介
助
場
面
で
も
、
例
え
ば
ス

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
積
極
的

に
使
用
す
る
よ
う
な
向
き
も
あ
る

と
い
う
。

松
橋
氏
は
、
新
人
職
員
や
外
国

人
技
能
実
習
生
も
い
る
中
、
誰
が

介
助
し
て
も
同
じ
質
を
担
保
す
る

こ
と
を
今
後
の
課
題

に
挙
げ
る
。「
特
に

ス
リ
ン
グ
の
装
着
。

不
要
な
圧
を
か
け
な

い
の
は
も
ち
ろ
ん
、

痛
く
感
じ
る
部
位
は

利
用
者
で
異
な
る
」。

継
続
的
な
研
修
と
と

も
に
、
実
介
助
で
得

ら
れ
る
利
用
者
の
情

報
を
積
み
上
げ
た
い

と
述
べ
た
。

な
の
は
な
苑
ふ
く
お
か
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

リ
フ
ト
導
入
で
個
浴

充
実
・
腰
痛
予
防
に

障害物を極力なくし、すっき
りとした設計。一番奥が寝浴

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
向
け
シ
ス
テ
ム
「
ペ
ー
ス
ノ
ー
ト
」

予
約
か
ら
運
営
分
析
、集
客
支
援
ま
で

新社長インタビュー アロン化成 藤原 亮輔 社長
―
―
社
長
就
任
の
抱
負
と
、
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
の
展
望
は
。

私
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
「
も
の

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」（
愛
知
県
東
海

市
）
や
工
場
な
ど
生
産
技
術
の
分
野

の
仕
事
を
し
て
き
た
。
現
在
、
介
護

福
祉
や
医
療
連
携
な
ど
今
後
の
展
望

な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
を
集
め
勉
強

し
て
い
る
。

安
寿
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
は
、
介
護
が
必

要
な
人
や
、
介
助
す
る
人
の
た
め
に

欠
か
せ
な
い
介
護
用
品
を
提
供
す
る

産
業
な
の
で
、
社
会
の
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
、
ま
だ
ま
だ
成
長
で
き

る
分
野
だ
と
考
え
て
い
る
。

―
―
「
安
寿
会
」
は
全
国
の
福
祉

用
具
事
業
者
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
強
み
と
考
え
ま
す
が
。

お
陰
様
で
安
寿
の
知
名
度
は
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
間
で
も
高
い
。
安
寿

ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
上
げ
て
き
た
先
人

た
ち
の
努
力
・
想
い
に
頭
が
下
が
る
。

こ
れ
か
ら
も
「
安
寿
会
」
を
通
じ
、

介
護
現
場
の
方
々
か
ら
学
び
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

直
近
３
年
間

は
コ
ロ
ナ
禍
で

開
催
で
き
て
い

な
い
が
、
Ｈ
Ｃ

Ｒ
期
間
中
に
開

催
す
る
安
寿
会

の
催
し
に
は
、

全
国
の
福
祉
用

具
事
業
者
に
多
く
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
。
当
社
が
現
場
の
声
を
お
聞
き

す
る
機
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
参
加

者
同
士
で
全
国
各
地
の
情
報
交
換
を

す
る
場
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
は
予
断
を
許

さ
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
近
い
う
ち

に
再
開
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。―

―
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
の

成
長
の
た
め
の
取
組
は
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
25
周
年

を
迎
え
た
２
０
１
９
年
に
、
安
寿
の

ロ
ゴ
を
一
新
し
た
が
、
そ
の
際
に
定

め
た
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
「『
や

り
た
い
』
を
『
で
き
る
』
に
変
え
よ

う
。」
は
、
現
在
の
自
立
支
援
の
考

え
方
に
合
致
す
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
推
進
し
て
い

く
。特

に
当
社
の
強
み
で
あ
る
排
泄
や

入
浴
関
連
の
特
定
福
祉
用
具
は
、
在

宅
生
活
を
支
え
、
自
立
支
援
を
実
現

す
る
た
め
の
重
要
な
用
具
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
自
立
支
援
に
は
離
床

や
歩
行
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

生
活
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
な

た
め
、
歩
行
器
や
手
す
り
な
ど
の
展

開
も
強
化
し
て
い
る
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
製
品
に
活
か

し
て
い
く
た
め
に
、
排
泄
や
入
浴
関

連
の
特
定
福
祉
用
具
の
開
発
を
進
め

る
と
同
時
に
、
歩
行
・
外
出
の
重
要

性
に
着
目
し
、
軽
量
な
歩
行
器
「
イ

コ
ッ
ト
エ
ア
」
シ
リ
ー
ズ
や
「
リ
ト

ル
タ
ー
ン
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
も
展
開

し
て
い
き
た
い
。
２
０
１
６
年
に
は

据
置
型
手
す
り「
ア
ッ
ト
グ
リ
ッ
プ
」

シ
リ
ー
ズ
も
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を

充
実
さ
せ
た
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
、
在
宅
生
活
を

支
え
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
や
入
浴

関
連
製
品
市
場
は
好
調
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
。

特
定
福
祉
用
具
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、

市
場
と
同
様
に
当
社
も
伸
び
を
見
せ

て
い
る
。

こ
れ
を
コ
ロ
ナ
禍
で
通
所
系
サ
ー

ビ
ス
の
休
止
や
利
用
控
え
が
あ
っ
た

と
い
う
一
過
性
の
も
の
と
し
て
は
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

21
年
介
護
報
酬
改
定
で
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
加
算
に
「
入
浴
介
助
加

算
Ⅱ
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

在
宅
で
の
入
浴
を
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
見
直
さ
れ
る
契
機
が
や
っ
て
き

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
製
品
づ
く
り

が
当
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

―
―
介
護
の
流
れ
は
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
科
学
的
介
護
で
す
が
、
そ
の

た
め
の
取
組
は
。

21
年
改
定
で
科
学
的
介
護
情
報
シ

ス
テ
ム
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
が
始
ま
る
な

ど
、
福
祉
用
具
に
つ
い
て
も
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
、
効
果
を
示
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
時
代
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

今
後
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
注
目
し
て
い
る
。
在
宅
生
活

さ
れ
て
い
る
人
の
日
常
の
大
部
分
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
、
医
者
も
、
ヘ

ル
パ
ー
も
い
な
い
時
間
で
、
生
活
行

動
・
動
作
な
ど
を
知
り
う
る
術
が
な

い
。そ

う
し
た
中
で
も
、
本
人
の
同
意

を
い
た
だ
い
た
上
で
、
福
祉
用
具
に

Ｉ
ｏ
Ｔ
が
搭
載
さ
れ
た
も
の
を
活
用

で
き
れ
ば
、
本
当
に
効
果
的
な
自
立

支
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

―
―
福
祉
用
具
の
給
付
の
在
り
方

に
つ
い
て
「
貸
与
か
ら
販
売
へ
」
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

当
社
も
歩
行
器
や
据
置
型
手
す
り

な
ど
の
貸
与
商
品
が
あ
る
。
貸
与
種

目
を
販
売
制
度
に
見
直
す
こ
と
に
関

し
て
は
、
安
全
性
の
面
で
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
工
場
な
ど
生
産
管
理
の

経
験
か
ら
言
う
と
、
製
品
は
必
ず
経

年
劣
化
す
る
。
何
か
重
大
事
故
が
起

こ
る
前
に
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

ま
し
て
や
福
祉
用
具
の
よ
う
に
、

身
体
状
況
に
不
安
が
あ
る
人
が
、
自

分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
す
た
め
に

使
用
す
る
用
具
で
あ
れ
ば
、
定
期
的

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
受
け
ら
れ
る
現
在
の
福
祉
用
具

貸
与
の
仕
組
み
は
維
持
す
べ
き
だ
。

ど
の
メ
ー
カ
ー
も
、
安
全
の
た
め

厳
し
い
耐
久
試
験
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
壊
れ
に
く
い
製
品

と
い
う
こ
と
な
ら
、
管
径
を
肉
厚
に

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は

重
量
が
増
し
、
持
ち
運
び
し
に
く
い

「
売
れ
な
い
製
品
」
に
な
っ
て
し
ま

う
。そ

れ
で
も
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
う

機
能
で
、
持
ち
運
び
し
や
す
い
製
品

が
、
安
心
安
全
に
利
用
い
た
だ
け
て

い
る
の
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
あ
る
か
ら
で
、
そ
の
こ
と
が
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
の
安
心
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

自
立
支
援
の
た
め
の
も
の
づ
く
り
推
進

デ
ー
タ
活
用
時
代
に
向
け
Ｉ
о
Ｔ
活
用
も

予約予定表からベッドごとの空き状況がわかる（青色の細いライン）

受
講
生
募
集
中

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

公
開
講
座
「
２
０
４
０
年
に

向
け
た
支
援
機
器
の
活
用
」
4／12 開講

松橋卓磨
介護統括主任

メーカーとの研修会

1959年兵庫県生まれ。

2013年東亞合成㈱横浜工

場長。19年名古屋工場長。

21年アロン化成㈱生産技

術本部長。22年より現職。

自立支援のためシャワー
ベンチでミスト浴のでき
る用具や、玄関から先の
移動を支援する手すり

株式会社トマト

長

 TOMATO 介護リフト用製品 寝入浴用分離ストレッチャー

〒424-0053 静岡県静岡市清水区渋川1-6-20
　TEL.054-349-2180 FAX.054-349-2182

ゆ～らく（湯楽）
天井走行リフトと組合わせ、脱衣
から入浴まで持上げ介助ゼロ
入浴介助は職員1～2人体制で、
施設の業務効率アップ
背角度・脚角度調整機能は個々
の身体に合った寝浴を実現
機械浴槽に比べ、省スペース・低
コスト

０１２０－０－４１６０５ 株式会社トマト  静岡




